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Ⅰ 医療機能のあり方の検討について
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１ 医療部門（小児科・整形外科）専門委員会での検討内容

① 在宅重症心身障害児（者）の実態

② 在宅重症心身障害児（者）のニーズ

③ 障害児支援施策の見直し関係

④ 関係医療機関等との役割分担

重症心身障害児（者）に対する療育福祉セ
ンターの医療機能のあり方を検討する。

２　医療部門（小児科・整形外科）専門委員会検討のスケジュール（案）

H23年８月

あり方
検　討

H23年６月 H23年７月

◆ 医療部門専門委員会（案）

● 第１回(6/7)

● 第３回(7/13)

● 第２回(6/24)

①在宅重症心身障害児の現状

● 第４回(7/28)

まとめ
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Ｈ２３．７月中

・概ね２週間に１回のペースで開催する予定

・各回の検討内容については、現時点における予定

②在宅重症心身障害児のニーズ

③障害児支援施策の見直し

④関係医療機関等との役割分担
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Ⅱ 在宅重症心身障害児（者）の
現状について
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（１） 療育福祉センターの現状

沿 革
昭和３１年 高知県立整肢子鹿園として設立（７３床）

（昭和３９年に「高知県立子鹿園」に改称）

昭和３４年 １００床に増床

昭和３８年 １１０床に増床（母子入園開始）

昭和４１年 １３０床に増床（重度棟新設）

昭和５０年 園舎全面改築

昭和５７年 新重度棟新築

平成１１年 ６機関を統合し「高知県立療育福祉センター」とする。５８床とする。
（統合した機関）子鹿園

難聴幼児通園センター（昭和５５年設置）
中央身体障害者更生相談所（昭和２７年設置）
幡多身体障害者更生相談所（昭和３０年設置）
精神薄弱者更生相談所（昭和３５年設置）
中央児童相談所障害児部門

平成１８年 発達障害者支援センター設置 児童デイサービス（自閉症児通園）開始

平成２１年 肢体不自由児通園施設に転換（定員２０名）
有床診療所に転換（１９床）
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現在の機能
１ 肢体不自由児通園施設（定員：１日あたり２０人）

・ 就学前の肢体不自由児の発達支援、リハビリ訓練
・ 家族支援、相談支援
・ 関係機関への助言・指導

２ 有床診療所（一般病床：１９床）
・ 診療科：整形外科、小児科、精神科等
・ 短期入所・日中一時支援（空床型）・・・主に重症心身障害児を対象

○ リハビリテーション
・ 入院児や外来児・者に対する理学療法、作業療法、言語聴覚療法 (９コマ/日)

月 火 水 木 金 備考
午前 小谷 小谷 小谷 小谷 小谷
午後 小谷 小谷
午前 石田・三宮 （三宮） （三宮）
午後 山川・三宮 山川・三宮 （三宮）
午前 畠中 畠中 畠中(判定) 泉本 ※小野

午後 畠中 畠中 小谷(判定) 泉本
午前 西岡（判定）

午後 弘瀬
午前 ※山本
午後 ※山本 ※2ヶ月に１回

口唇口蓋裂
矯正歯科

小児科

外来診療

整形外科

精神科

耳鼻科

○ 短期入所・日中一時支援（単独型） ・・・主に、重症心身障害児に該当しない児童を対象

（定員：８名）

３ 難聴幼児通園施設（定員：１日あたり３０人）
・ 新生児聴覚スクリーニング後の精密検査等
・ 就学前の難聴幼児の発達支援、聴能言語訓練、補聴器の装用訓練等

４ 身体障害者更生相談所・知的障害者更生相談所
・ 自立支援医療給付や補装具費の支給、療育手帳の判定に関すること
・ 更生相談や巡回相談に関すること
・ 市町村や関係機関への支援、研修に関すること等

５ 中央児童相談所（障害児部門）
・ 児童の発達、療育相談に関すること
・ 障害児施設給付費等の支給決定、措置決定等
・ 特別児童扶養手当の認定、療育手帳の判定等
・ 市町村や関係機関への支援、研修に関すること等

６ 発達障害者支援センター
児童デイサービス（自閉症児通園）（定員：１日あたり２０人）

・ 発達障害児・者の相談支援、発達支援、就労支援
・ 発達障害に関する普及啓発、研修に関すること
・ 就学前の自閉症児の個別療育、発達支援等
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（精神科医師） （小児科医師）

（事務）

（事務） （福祉司） （言語聴覚士）兼副センター長 （看護師）
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（平成23年4月1日現在）

職員数：９３名
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施設概要
● 所在地 高知市若草町１０－５
● 敷 地 １０，４９５．２８㎡ ※ 他に医師公舎４５８㎡あり

● 建 物
・ 本体施設延床面積 ７，６６２．５３㎡（塔屋、ピロティ、渡り廊下含む）

（内訳）
本 館：６，２３９．１８㎡（昭和４９年度建）
別 館：１，１７０．３２㎡ （昭和５６年度建）
難聴幼児通園棟：２５３．０３㎡（昭和４０年度建）

※ 渡り廊下（昭和４９年度建）含む

● 近隣にある施設等
・ 若草養護学校子鹿園分校が隣接

・ 約３５０ｍ西に国立高知病院（若草養護学校国立高知病院分校）
・ 約２００ｍ北に朝倉小学校、約２５０ｍ南に朝倉第２小学校

平成２２年度          平成２３年度

センター 通学生 センター 通学生

小学部 3 2 小学部 3 3

中学部 1 3 中学部 0 1

計 4 5 計 3 4

総数 総数９名 ７名

（参考）子鹿園分校児童生徒数(４月当初)
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① 外来診療の状況

・整形外科は、平成21年度から非常勤医師の
みとなり、外来患者数が減尐傾向

・整形外科の平成22年度延患者数は、6,628件
(うち診察1,560件、リハビリ再診5,068件)

・整形外科の外来患者の疾患名では、脳性麻
痺が約70%、続いて運動発達遅滞、脳挫傷・脳
血管障害が多い

平成22年度
疾患名 児 者 計

脳性麻痺 3593 1134 4727
脳挫傷・脳血管障害 340 13 353
運動発達遅滞 426 1 427
二分脊椎 180 21 201
筋・神経疾患 77 77 154
骨系統疾患 2 1 3
ペルテス 14 2 16
小児股関節疾患 77 4 81
内反足 71 1 72
内転足 5 5
小児足部変形（内反・内転足以外） 49 49
脊柱側わん症症 3 36 39
Ｏ脚・Ｘ脚 2 2
斜頸 13 13
切断 0
精神遅滞 12 29 41
染色体異常 185 185
その他 239 21 260

小計 5288 1340 6628

整形外科
※整形外科の外来延患者数（リハビリ再診含む）

※ 業務概要より

※小児科の外来延患者数（リハビリ再診含む）
404 548 601 1,157 2,044

3,742 4,4083,226 3,428 3,354 2,880
2,263

1,619
1,560

6,371
6,764 6,364 6,494 5,972

5,141
5,068

0
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8,000

10,000

12,000

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

(人)

外来延患者数の推移

小児科(ﾘﾊ再診含) 整形外科(診察) 整形外科(ﾘﾊ再診)

平成22年度
疾患名 児 者 計

脳性麻痺 345 20 365
脳性運動障害 54 54
運動発達遅滞 298 298
精神運動発達遅滞 258 258
染色体異常 468 468
てんかん 76 50 126
中枢神経感染症後遺症 29 29
脳・脊髄・頭蓋の形成異常 199 199
代謝・変性・脱髄疾患 1 1
筋疾患 3 3
精神遅滞 337 337
言語発達遅滞 336 336
自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ(ASD) 952 952
注意欠陥多動性障害(ADHD) 260 260
学習障害(LD) 19 19
ASD+ADHDなどの重複 94 94
MR＋多動の重複 0 0
発達障害の疑いなど 348 348
その他の神経疾患 85 85
そ　の　他 100 27 127
その他後天性障害 49 49

小計 4311 97 4408

小児科

整形外科
疾患名 人数

脳 性 麻 痺 16
運動発達遅滞 29
二 分 脊 椎 1
筋・神経疾患 2
骨系統疾患 1

小児股関節疾患 2
小児足部変形（内反･内転足以外） 3

Ｏ脚・Ｘ脚 2
斜    頸 1

精神遅滞 1
染色体異常 3

そ の 他 24
合　計 85

※H22年度 外来患者の新患者数（疾患別）

・平成22年度の肢体不自由児(者)の新患者数は年間およそ100名

※ 療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ
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(人)

外来患者の新患者数の推移(小児科・整形外科)

小児科 整形外科

小児科
疾患名 人数

脳性麻痺 6
脳性運動障害 1
運動発達遅滞 6
染色体異常 5
てんかん 1

脳・脊髄・頭蓋の形成異常 1
精神遅滞 13

言語発達遅滞 30
ASD（自閉症スペクトラム） 63

ADHD（注意欠陥多動性障害 3
ASD＋ADHDなどの重複 2

発達障害の疑いなど 67
その他後天性障害 1

その他 11

合　計 210
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② 入院児の状況
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入所(入院)児童数の推移（各年４月１日現在）(人)

・各年４月１日現在の入院児童数は、
年々減尐傾向にあり、平成２３年には３
名となっている

・入院児童数を月別にみると、年度当初
は尐なく、８月～１２月頃が多くなってい
る

・平成22年度に、かがわ総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ

ﾝ病院と細木病院で行った手術件数は
合わせて18名。うち11名が手術後、療育
福祉センターへ入院している

4月 4 4月 9

5月 7 5月 6

6月 8 6月 7

7月 7 7月 7

8月 10 8月 9

9月 10 9月 10

10月 13 10月 8

11月 16 11月 11

12月 16 12月 10

1月 6 1月 5

2月 12 2月 7

3月 11 3月 7

Ｈ２１年度 Ｈ２２年度

H21～22年度入院児童数の月別の推移

○他医療機関での手術の状況

※ 療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ

【かがわ総合リハビリテーション病院】 【細木病院】
H20 H21 H22 H21 H22

脳性麻痺 6 脳性麻痺 4 7
股関節脱臼 ※　3 内反足 6 3
斜頚 1 合計 10 10
化膿性股関節炎
後遺症 1

うち術後、療育福
祉ｾﾝﾀｰ入院件数 2 5

合計 3 0 8
うち術後、療育福
祉ｾﾝﾀｰ入院件数 0 6

※かがわ総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院の医師が、医
療センターで行った手術を含む

1級 14

2級 3

3級 1

5級 4

なし 10

(ウ) 平成22年度 入院 身体障害者手帳 級別

1ヵ月以内
17

2～3ヵ月 3

4～5ヵ月 3

6～8ヵ月 4

9～11ヶ月
3

11ヶ月～
2

(オ) 平成22年度 入院 期間別

単位：人

1才 7

4才 4

5才 26才 5

9才 3

10才 5

12才 2

13才 1

14才 1 15才 1 17才 1

(エ) 平成22年度 入院 年齢別

脳性まひ 22
発達遅滞 2

ペルテス病 2

急性脳症

後遺症 2

両下肢切断 1

ダウン症候群
1

大腿骨骨折
1

家族性けい

性まひ 1

(イ) 平成22年度 入院 障害・疾病別

（ア）入院の原因別では、親子の訓練入院が10件と最も多く、続いて手術後の訓練入院が8件となっている
（イ）障害・疾病別では、脳性まひが全体のおよそ70%を占めている
（ウ）身体障害者手帳は１、２級がおよそ半分。３割の方が手帳を持っていない
（エ）年齢別では、就学前(～6才)が55%となっている
（オ）入院期間は、１ヶ月以内がおよそ半分。およそ３割の方が半年以上の入院となっている

※ 療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ

親子入院 10

手術後

訓練入院 7

訓練入院 5

入所施設か

らの継続 4

児相関係児
3

ペルテス病 2
両下肢切断

1

(ア) 平成22年度 入院 原因別
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③ リハビリテーションの状況

※ 業務概要より
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(人) リハビリ外来 実患者数の推移

理学療法 作業療法 言語聴覚療法
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7893 6229 5993
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理学・作業・言語聴覚療法実施状況推移(総数)

入院総数

外来総数

10139 9897

8918 9233
9950 10083

9096

8033
7596

7032

4015 3879
3559 3816 4044 4225

3549 3445 3217 3350

2463 2418 2430
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ＰＴ（入＋外）

ＯＴ（入＋外）

ＳＴ（入＋外）

・リハビリ外来
の患者数は、理
学療法は減尐。
作業療法と言語
聴覚療法は増
加

・リハビリの実
施状況は、全体
では入院児童
の実施件数は
減尐、外来総数
は増加傾向

※ 業務概要より
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ア　疾患別数

H20年度 H21年度 H22年度

149 141 156

頭 部 外 傷 4 6 7

脳炎及び急性脳症後遺症 6 7 6

脳 血 管 障 害 後 遺 症 3 4 3

低酸素性虚血性脳症後遺症 5 6 4

そ の 他 3 4 5

105 91 61

23 29 26

12 15 10

ダ ウ ン 症 候 群 15 15 13

そ の 他 1 5 5

先天性筋ジストロフィー症 5 6 5

そ の 他 8 7 8

3 4 2

2 2 1

10 13 14

15 16 12

369 371 338

疾患別分類

脳 性 麻 痺

脳性麻痺以外の
中枢性麻痺

脳 性 運 動 障 害

運 動 発 達 遅 滞

精神発達遅滞、自閉症その他情緒障害

染色体異常　　　

神経筋疾患　　

そ の 他 の 遺 伝 性 疾 患

分 娩 麻 痺

二 分 脊 椎

そ の 他

計

【外来に対する理学療法（実人数）】

イ　年齢別数（H23.3.31現在）

年齢 H20年度 H21年度 H22年度

0 5 8 4

1 22 42 24

2 28 22 35

3 21 25 19

4 32 20 18

5 26 23 15

6 23 19 19

7 18 16 17

8 20 14 14

9 18 17 13

10 11 16 11

11 18 10 19

12 13 20 8

13 7 14 19

14 13 8 10

15 6 14 8

16 7 6 14

17 4 10 6

18歳以上 77 67 65

計 369 371 338

※ 業務概要より

【外来に対する作業療法（実人数）】

H20年度 H21年度 H22年度

64 61 67

頭 部 外 傷 4 6 5

脳炎及び急性脳症後遺症 6 6 5

脳 血 管 障 害 後 遺 症 3 3 2

低酸素性虚血性脳症後遺症 2 3 2

そ の 他 3 6 2

75 72 46

17 32 43

39

26

ダ ウ ン 症 候 群 16 21 22

そ の 他 3 4 5

先天性筋ジストロフィー症 1 1 1

そ の 他 3 5 4

1 1 0

1 2 2

4 6 6

227 269 277

ア　疾患別数

疾患別分類

脳 性 麻 痺

脳性麻痺 以外
の

中 枢 性 麻 痺

脳 性 運 動 障 害

運 動 発 達 遅 滞

精 神 発 達 遅 滞 、 そ の 他 情 緒 障 害
24 40

自 閉 症

染色体異常　　　

神経筋疾患

学 習 障 害

二 分 脊 椎

そ の 他

計

イ　年齢別数（H23.3.31現在）

年齢 H20年度 H21年度 H22年度

0 0 2 2

1 11 24 12

2 21 20 36

3 26 26 24

4 32 29 40

5 23 38 35

6 24 27 30

7 17 22 21

8 13 15 16

9 11 10 13

10 5 14 8

11 13 5 10

12 4 12 5

13 3 3 8

14 6 2 2

15 3 5 1

16 3 3 5

17 1 1 3

18歳以上 11 11 6

計 227 269 277

※ 業務概要より
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【外来に対する言語聴覚療法（実人数）】

ア　疾患別数

疾患別分類 H20年度 H21年度 H22年度

36 31 46

頭 部 外 傷 1 3 4

脳炎及び急性脳症後遺症 3 3 3

脳 血 管 障 害 後 遺 症 1 1 1

低酸素性虚血性脳症後遺症 2 3 2

そ の 他 4 4 2

51 44 27

9 8 18

71 72 76

33 43 50

43 51 50

ダ ウ ン 症 候 群 12 16 11

そ の 他 4 4 7

2 2 3

1

4 4 3

2 4 1

1 1 2

4 3 6

284 297 312

脳 性 麻 痺

脳性麻痺以外
の中枢性麻痺

脳 性 運 動 障 害

運 動 発 達 遅 滞

言 語 発 達 遅 滞

精 神 発 達 遅 滞 そ の 他 情 緒 障 害

自 閉 症

染色体異常　　　

神 経 筋 疾 患

そ の 他 の 遺 伝 性 疾 患

計

構 音 障 害

学 習 障 害

二 分 脊 椎

そ の 他

イ　年齢別数（H23.3.31現在）

年齢 H20年度 H21年度 H22年度

0 1 1 3

1 5 12 13

2 35 20 29

3 46 50 36

4 55 67 64

5 35 41 50

6 32 23 29

7 22 23 19

8 12 18 16

9 9 8 17

10 6 7 8

11 9 7 7

12 4 6 3

13 3 4 4

14 2 1 4

15 2 1 1

16 1 2 1

17 1 1 2

18歳以上 4 5 6

計 284 297 312

※ 業務概要より

2

6
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H21年7月 H21年10月 H22年4月 H22年10月 H23年4月

(人) 肢体不自由児通園施設契約人数の推移

④ 肢体不自由児通園施設の状況
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4

月

5

月

6

月

7

月
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月
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月

H
23

年1

月

2
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(人)(回) H22年度 肢体不自由児通園施設利用実績

１日平均利用人数 利用回数（延べ）

※ 療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ
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⑤ 短期入所・日中一時支援の状況

※ 業務概要より

（参考）２２年度短期入所利用延日数 1,853日の内訳：医療型（重心児）1,192日、福祉型（重心児以外）661日

505 499
371

484

803

950

1,401

1,853

533

1,161
1,244

765

1,010

772
617

863

0

500

1,000

1,500

2,000

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

(人) 短期入所・日中一時支援の利用延日数の推移

短期入所利用延日数 日中一時支援利用延日数

【 短期入所 ]

脳性まひ

45

脳性運動

障害 6

滑脳症・

てんかん 4
その他 9

H22年度 短期入所 障害・疾病別

医療型

(重心児) 
27

福祉型

(重心児以

外) 37

H22年度 短期入所契約種別

1級 59

2級 4
なし 1

H22年度 短期入所契約児 身体障害等級別

若草養護学校

児童・生徒 35

子鹿園分校 3

若草養護学校

以外 26

H22年度 短期入所契約児 学校別

1 1

2 2 2

4

1

8

3 3

6

4 4

7

4

5

2 2

3

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

(才)

H22年度 短期入所 年齢別
(人)

※ 療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ
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24

13

12

3

4

5

3

0 10 20 30

0(契約のみ)

1～10

11～30

31～60

61～80

101～150

151～200

(人)

(日)
平成22年度 短期入所 年間利用日数

19 14 15 21 26
14 20 25 23 19 18 26

112 107
88

169

273

109
127

157
178

140 145

248

0

50

100

150

200

250

300

(人) H22年度 短期入所 月別利用者数

実人数 延べ人数

・医療型27名中実利用者は26名。福祉型37名中実利用者は
14名。（未利用の方は緊急時のために契約しているケースが
大半(38％が契約のみ)）

・契約児のおよそ60％が若草養護学校（分校含む）の児童・
生徒である

・月別利用回数は、８月や３月などの学校が休みの時が多い

（参考）平成22年度　短期入所の状況　　　

うち児 うち児 うち児 うち児

療育福祉センター 64 64 40 40 1853 1853 46.33 46.33

土佐希望の家 54 22 32 13 721 307 22.53 23.62

国立病院機構
高知病院 14 不明 8 7 204 189 25.50 27.00

契約人数 利用延日数(C)利用実人数(B)
１人当たり

利用日数(C/B)

※療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ

※障害保健福祉課調べ

3

10

39

10

1 1
0

10

40

30

40

安芸 中央東 高知市 中央西

(高知市除く)

高幡 県外

H22年度 短期入所利用者 圏域別

単位：人

【 日中一時支援 ]

脳性まひ 18

脳性運動

障害 3

滑脳症・

てんかん 2

その他 3

H22年度 日中一時 障害・疾病別

1級 25

3級 1

H22年度 日中一時支援契約児 身体障害等級別

0

1

2

3

4

5

6

2才 4才 5才 7才 8才 10才 11才 12才 13才 14才 16才 17才 18才

(人) H22年度 日中一時契約児 年齢別

若草養護学校

児童・生徒 15

子鹿園分校 1

幼児 6

若草養護

学校以外 4

H22年度 日中一時契約児 学校別

単位：人

※ 療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ
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H22年度 日中一時利用者 月別

実人数 延べ人数

14

3

1

1

2

1

1

1

2

0 5 10 15

0～10

11～20

21～30

31～40

41～50

61～70

91～100

101～150

151～202

(人)

(回)
H22年度 日中一時利用回数

・短期入所と同様におよそ60％が若草養護学
校（分校含む）の児童・生徒である

・契約児のおよそ60％が高知市

・月別利用者（延べ）が多いのは、３月、11月、
12月となっている

※療育福祉ｾﾝﾀｰ調べ
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安芸 中央東 高知市 中央西

(高知市除く)

(人)
H22年度 日中一時契約児 圏域別
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⑥ その他

【 在宅支援 】

・障害児が現在通っている、あるいは今後通う予定の保育所、小、中学校などを訪問し、身体状況に応じた環境整備や
自助具等の紹介、施設改修に関する助言や接し方などについてアドバイスを行う

・在宅を訪問し、家屋改修に関する助言や実際の生活場面での工夫等についてアドバイスを行う
・その他、福祉保健所や市町村に出向き、業務内容についての説明や情報交換を行ったり、地域でのケース会議などに参加

し、現状だけでなく、今後予想される身体運動機能も考慮したアドバイスを行う

ア リハビリ地域訪問

イ 地域療育支援

・地域の医療機関へ出向き、リハスタッフに対して具体的な訓練等についてアドバイスを行う
・地域の医療機関で障害児リハビリが円滑に実施できるように、福祉保健所や病院スタッフとの情報交換や連絡調整を
行う

支援件数（延べ件数）

安芸 中央東 中央西 高幡 幡多 合計

1 1 1 7 1 11

1 3 0 0 5 9

平成22年度

平成21年度

高知市

室戸市

安芸市

南国市

土佐市

須崎市

四万十市

宿毛市

土佐清水市

香南市

香美市

東洋町

奈半利町

田野町

安田町

北川村

馬路村

芸西村

本山町
大豊町

土佐町

大川村

いの町

春野町

中土佐町

佐川町

越知町

梼原町 津野町

日高村

大月町

三原村

仁淀川町

黒潮町

四万十町

※業務概要より

支援内容別件数(延べ件数)

在宅
保育所･

園
小学校 中学校 医療機関

支援者会
議

市町村･
WHC

施設 その他
平成22年
度合計

0 13 2 0 2 0 5 0 0 22

0 6 4 0 1 0 4 9 1 25

0 2 3 1 0 2 2 0 0 10

0 11 5 0 2 1 4 0 1 24

4 4 3 1 7 0 5 16 1 41

4 36 17 2 12 3 20 25 3 122

2 1 11 1 0 0 1 0 4 20

6 37 28 3 12 3 21 25 7 142

中央東

中央西

高幡

幡多

合計

高知市

総計

安芸

【協力病院】
田野病院（田野町）
南国中央病院（南国市）
いずみの病院（高知市）
須崎くろしお病院（須崎市）
くぼかわ病院（四万十町）
森下病院（四万十市）
筒井病院（宿毛市）
梼原病院（梼原町）

高知市

室戸市

安芸市

南国市

土佐市

須崎市

四万十市

宿毛市

土佐清水市

香南市

香美市

東洋町

奈半利町

田野町

安田町

北川村

馬路村

芸西村

本山町
大豊町

土佐町

大川村

いの町

春野町

中土佐町

佐川町

越知町

梼原町
津野町

日高村

大月町

三原村

仁淀川町

黒潮町

四万十町

連携の取れている医療機関

連携の見込める医療機関

将来、連携の取り組みを進める医療機関

http://www.ac-illust.com/disp_thumb4209.html
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（２） その他

※ 障害保健福祉課調べ

【圏域別交付数】

１・２級
安芸 33 24

中央東 69 50
中央西 212 159
高幡 28 19
幡多 35 20

合　　計 377 272

圏域

3

5

18才未満（肢体不自由）

内訳

○平成22年度　身体障害者手帳交付数

平成23年3月31日

52

５・６級

2

9

26

6

10
53

３・４級

7

10

27

36 47 59 59 55 54 54 53 53 
54 55 53 59 59 56 52 52 52 

307 308 307 313 297 283 277 273 272 
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身体障害者手帳(肢体不自由 18歳未満)級別交付数の推移 （各年度末現在）

５・６級 ３・４級 １・２級

（件）

419 431
397

410 411
393 383 378 377

24 24 

34 

21 

18 
11 

17 
18 

5 

9 
6 

3 

3 
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11 11 

5 
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身体障害者手帳（肢体不自由 18歳未満）級別新規交付数の推移

１・２級 ３・４級 ５・６級 合計

（件）
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※在宅重症心身障害児（者）相談支援事業（H22年度～）

在宅の重症心身障害児（者）の地域における生活を支えるために、必要な情報の提供
及び助言その他の障害福祉サービスの利用支援等を行うとともに、関係機関との連絡調
整等必要な援助を行う事業。

○平成22年度　重症心身障害児（者）通園事業（B型施設）実績　　

通園回数
(開所日数)(C)

うち児 うち児 うち児

土佐希望の家 10 5 853 482 243 3.51 1.98

幡多希望の家 8 3 418 153 242 1.73 0.63

国立病院機構
高知病院

242

通園実人員 通園延人員(B)
１日当たり

通園児数(B/C)

13 442 1.83

○平成22年度　相談支援の状況　　　
（相談支援を利用している重症心身障害者等の人数）

高知市以外 高知市 合計
障害者 55 40 95
障害児 30 32 62

計 85 72 157
※福祉行政報告例より

※ 障害保健福祉課調べ

※ 障害保健福祉課調べ

○平成22年度　在宅重症心身障害児（者）相談支援事業実績
安芸 中央東 中央西 幡多

幡多希望の家

2 2 10 15 29
9 16 26 74 125

福祉サービスの利用等に関する支援 14 24 38
健康・医療に関する支援 7 4 4 26 41
保育・教育に関する支援 6 6
生活技術に関する支援 2 2 3 7
社会参加・余暇活動に関する支援 8 3 11
その他 2 2 6 12 22

実 利 用 人 数
支  援  回  数

内
訳

圏　　　　　　域
合計

委     託     先 土佐希望の家

53

47
47

41 41 43
47

44

49
46 47 4746

39

38

32
30

28 28
26

24 33 33

42

46

53

58

52 51 51 51 52

48
43

37
45

10

20

30

40

50

60

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

(人)

特別支援学校(国公立)の児童生徒数の推移(各年５月１日現在)

【肢体不自由】

小学部 中学部 高等部

○教育の状況

45
50

56
61

65
70 67 69

61 64
56 58

16 17 17 19 21 23 20 18 21
17 20 19

0

20

40

60

80

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

(人) 特別支援学級の児童生徒数の推移(各年５月１日現在)

【肢体不自由】

小学校 中学校

児童生徒数

86

子鹿園分校 7

国立高知病院分校 17

土佐希望の家分校 31

2

143

高知若草養護学校（本校）

学校名

中村養護学校

合　計

（平成23年5月1日）

特別支援学校の児童生徒数
【肢体不自由】

※平成２２年度高知県の特別支援教育資料から抜粋

※平成23年5月31日現在 速報値


